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2024新春 アコーズティンク 7~イブ
2024年 1月 28日 (日 )15:00～ 17:00

読 コーヒーショツプ ツネ

(草加市金明町568-1)

《プログラム》

協賛

ルab“d/ヵノン

〈1部〉 懐́かιのフォークノング♂昭和Rttgノ 15:(X)´-16:00

「元気です」 吉田拓郎 1972年 (S47年 )

「今日までそして明日から」  吉田拓郎 1971年 (S46年 )

「時代」

「遠い世界に」

「大空と大地の中で」

「落陽」

「いとしのエリー」

「どうぞこのまま」

「浜辺の歌」

「東京ブギウギ」

中島みゆき 1975年 (S50年 )

五つの赤い風船 1969年 (S4四手)

松山千春 1977年 (S52年 )

吉田拓郎 1978年 (S48年 )

サザンオールスターズ1979年 (354年 )

丸山圭子 1976年 (S51年 )

静岡放送児童合唱団 (S42年 )

笠置シヅ子 1947年 (S22年 )
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*休憩 (6分 )

〈2部〉 井́鎌tと ントコ
"り
寿葉〃 16:(X)´-17:00

lDancing Queenj

[The Loco-Motilonl

lDaydrea,m bellever -l

「いい日旅立ち」

「今はもうだれも」

「遠くで汽笛を聞きながら」

フィナーレ 「島人ぬ宝」

「三線の花」

ABBA 1976年 (S51年 )

■lttle Eva 1962年  (S37年 )

The lEonkees 1967年  (S41年 )

山口百恵 ■978年 (S53年 )

アリス 1975年 (S50年 )

アリス 1976年 (S51年 )

BEGIN 2002年 (Hl`鑑F)

BEGIN 20064(118年 )
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三̈揚ンかつちやん凛望εコ次ソ

「愛と欲望の日々～恋の季節」 サザンとピンキーとキラーズ

(ア リス故谷村新司さんに感謝と哀悼の心を込めて。̈)

(注記)

♪「いい日旅立ち」 :crR(旧国鉄)の国内旅行キャンペーンソング。谷村新司作詞作曲

「大人の休日倶楽部」や 「青春18切符」など

♪「今はもうだれも」 :1969年当時の同志社大学生や立命館大学生で結成された学生フォークグループ

「ウッディ・ウー」の曲。その後1975年アリスがカバーして大ヒット

♪「遠くで汽笛を聞きながら」 :谷村新司作詞、堀内孝雄作曲。デビューして長い間売れなかった苦難を歌った。
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今もなお、色褪せることのない懐かしいフォークソングや

昭和のヒット曲、洋楽の名曲の数々を

アコースティックギターを中心にお届けします。

皆さんご存知のメロディーばかり、どうぞお楽しみください

◇日時:2024年 1月 2 醸 〔轟i
*開場:14:45*開演:15100(～ 17:00閉演)

◇場所 :撥―理―シ薗ップ ジ ネ (草加市金明町368-1)

*te1 048-932-1528(東 武スカイツリーライン新田駅より徒歩2分 )

◇ご観覧 :無料

◇主催 :Open Mic Soka Club(草 加市音楽都市宣言30周年協賛団体)

*会場の都合で定員になりご入場できない際はどうかご容赦ください。

◇お問合せ (コ ーヒーショツプッネ または)

bucci(溝渕)ま でtel o90-2246-2466(Open Mic Soka dub運営者)



*プログラムー部ご紹介

ιヽ ιヽ″旅立 ち  山口百恵・ 作詞作曲 谷村新司

雪解け間近の北の空に向い 過ぎ去 りし日々の夢を叫 .ζ 時ヾ
帰らぬ人達熱い胸をよぎる せめて今日から一人きり旅に出る
あ ゝ日本のどこかに 私を待ってる人がいる
いい日旅立ち 夕焼けをさがしに 母の背中で聞いた歌を道連れに…

θ́

"θ

/7 MiC Stt θ/tたソフ

芝 (で汽 多 葬 貯 な″ らゞ アリス

悩みつづけた日々が まるで嘘のように 忘れられる時が 来るまで心を閉じたまま

暮らしてゆこう 遠くで汽笛を聞きながら 何もいいことが なかった この街で
俺を見捨てた女を 恨んで生きるより 幼い心に秘めた むなしい涙の捨て場所を
さがしてみたい 遠くで汽笛を聞きながら 何もいいことが なかった この街で
せめて一夜の夢と泣いて泣き明かして 自分の言葉に嘘はつくまい人を裏切るまい

生きてゆきたい遠くで汽笛を聞きながら 何もいいことが なかった この街で …・


